
5 クビアカツヤカミキリの産卵抑制技術の開発

蛍光レモンスプレー、幹巻テープおよび防草シートを使用することで、クビアカツヤ
カミキリの産卵を9割程度抑制できることを明らかにしました。

【研究内容・成果】

・各資材の処理部分への産卵を9割程度抑制で
きることが明らかとなりました。

・資材ごとに特徴があるため、園地条件や作
業体系に応じて選択することが有効と考え
られました。

【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター 病理昆虫研究室・028-665-7149

・クビアカツヤカミキリは、幼虫が
もも等の果樹の樹木内部を食害し、
樹勢低下や枯死を引き起こします。

・急速な分布拡大に伴い、幼虫によ
る加害を防止するための産卵抑制
技術の開発が求められています。

・現場で取り組みやすく、防除効果
が高く、かつ環境負荷の少ない防
除技術を検討しました。

・処理部位の産卵を大幅に抑制し、
被害軽減が期待されます。

・薬剤防除が困難なモモ園でも導入
が可能です。

研究課題名：環境低負荷のカミキリ飛来・産卵阻止技術の開発と実証

蛍光レモン
スプレー

　　幹巻テープ 防草シート

産卵阻止率(％) 92.4 97 94.9

処理時間 ○ △ ×

耐久性 △ × ○

作業性 ○ × △

処理コスト △ × ○

       ○：優れる、△：やや劣る、×：劣る

表 供試資材の比較（現地実証での評価）     
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